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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 1 2 3 5 2 2 2 1 4 5 2 0 0 1
6 * 0 0 7 11 0 1 1 1 15 16 2 2 1 0
7 0 0 0 0 1 0 0 1 1 2 3 1 1 0 0
9 * 0 0 2 4 0 0 3 0 1 1 0 2 0 0
10 * 0 0 1 1 0 0 2 0 1 1 3 0 0 1
13 0 0 0 3 6 2 4 1 2 2 4 2 0 0 0
18 0 1 1 3 6 1 2 1 1 2 3 0 1 2 0
24 0 0 0 1 2 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0
33 * 2 5 7 11 1 1 3 2 3 5 5 8 3 0
37 0 0 0 5 8 4 9 2 5 7 12 0 2 0 1
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2 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 1 2 0 1 0
6 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
8 * 3 6 2 9 3 3 3 3 4 7 4 2 3 0
9 0 2 6 4 11 2 3 0 0 4 4 2 1 1 0
22 * 1 6 1 6 4 5 2 5 3 8 0 2 2 0
23 * 1 9 2 7 5 6 2 5 1 6 1 2 0 1
32 * 2 6 1 2 0 1 3 3 1 4 0 1 0 2
55 * 0 2 1 6 0 2 4 4 5 9 2 0 3 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.10.22
立命館大学開始時間 10:00

会　　場 立命館大学

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

立命館大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点3 勝ち点5試合ＮＯ 176

86 65

敗チーム

流通科学大学

男子

戦評
【総括】
昨日ホームゲームで念願の二勝目を挙げこのまま勢いづきたい立命館大学と昨日大勝し、勢いに乗る流通科学大
学との一戦。立命館は現在大阪経済大学と同率9位。ここで勝利し、単独9位に躍り出たい。対する流科大もここで
勝ちを取り、同率6位で並ぶ大阪産業大学に差をつけたい。試合は、前半第1ピリオドは一進一退の攻防が続いた
が、第2ピリオドはホームの立命館が#33竹村が技ありのアシストを魅せるなどして序盤からペースを掴み、流科大を
突き放す。後半に入ると流科大は激しいディフェンスから流れを掴み、点差を縮めるが最終ピリオドで立て直した立
命館が再び突き放し、ホームで大きな二連勝を飾った。
【第1ピリオド】
立命館は#2平岡のシュートで先制するが、流科大は#23龍の3Pシュートですぐさま取り返す。その後立命館は#33竹
村のゲームメイクでオフェンスを組み立て得点していく。対する流科大もドライブからの外への合わせなどで対抗す
る。白熱した展開が続くなか、立命館は#33竹村の3Pシュートのバスケットカウントを決める。これで流れを掴むかと
思われたが流科大も落ち着いて取返し、21-20と立命館が一点差のリードで第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
立命館が序盤連続得点し、リードを広げる。これで流れを掴んだ立命館は#37岡田などのセンター陣の体を張った
オフェンスリバウンドがひかり、リズムよいオフェンスを展開。流れが悪い流科大はタイムアウトを取って立て直そうと
するが、立命館の激しいディフェンスの前に簡単に得点することができない。その後も#22辻のシュートなどが決まる
ものの自分たちのリズムを作り出すことができず、立命館が46-32と点差を広げ、前半を終える。
【第3ピリオド】
後半、流科大は激しいディフェンスから相手のミスを誘うがシュートが決まらずなかなか得点が伸びない。対する立
命館はターンオーバーが増えるものの足を使い速攻で得点し、徐々に点差を広げる。中盤立命館が点差を20に広
げたところで流科大は後半一回目のタイムアウトを要求。これで流れを断ち切る。#9諏訪、#8松浦、#23龍がフリース
ローで徐々にだが点差を縮める。対する立命館は焦りからかミスが多発。さらにファウルが重なり、相手にフリース
ローを与えてしまう。気づけば第3ピリオド終了で58-47と11点差まで点差が縮まった。
【第4ピリオド】
第3ピリオド崩れかけた立命館だが#33竹村を中心に立て直す。対する流科大も厳しいディフェンスで流れを譲らな
い。互いに気迫のこもったプレーで流れを譲らない中、立命館#37岡田がファウルをもらいながらシュートを決める。
フリースローは入らなかったがこれでン流れが立命館に傾く。その後もエンドのセットプレーで#6松橋がシュートを決
めるなどして点数を伸ばし始める。流科大も負けじと取り返すがなかなか点差は縮まらない。終盤流科大は前からプ
レッシャーをかけ逆転を狙うが立命館は慌てずゲームを進め、立命館が86-65と勝利した。
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